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京町家における暮らしのデジタルアーカイブ 

―長江家住宅収蔵品データベースの構築―

佐藤　弘隆 *・高木　良枝 **

Ⅰ．はじめに

1．研究の目的

歴史都市・京都において、市民の暮らしの

場として受け継がれてきた京町家は、現在で

も伝統的な都市文化、建築文化や生活文化を

伝える貴重な資産として、京都のまちづくり

にとって重要な役割を果たすものと位置づ

けられている 1）。しかし、1990 年代まで京

町家は重要であるという認識は持たれてお

らず、「古家」、「寒い、暗い、住みづらい」

と受け止められていた。また、京町家は

1950（昭和 25）年に制定された建築基準法

以前に建築されていることから、現行法に対

応しない既存不適格な建物である。そのため

改変、増築や用途変更などを行う際には構造

の変更などを行う必要がある。土地利用に関

しても、大きな制限を背負う環境があり、その

継承は困難なものとして認識されていた 2）。

1990 年代の京都において、文化財価値の高

い古民家、近代建築の調査研究、ならびに重

要伝統的建造物群保存地区の指定や町並み

保全の取組はすでに活発に行われていたもの

の 3）、京町家に特化した調査や研究はまだ始

められていなかった。

1995（平成 7）・1996（平成 8）年度に民間

市民団体により路地中の長屋も含めた京町

家の実態調査が実施された。この調査を受

け、1998（平成 10）年度に京都市は京町家

の価値を再評価することを目的に、明治後期

に市街地化されていた地域に絞った悉皆調

査「京町家まちづくり調査」を実施した 4）。

この調査では、京町家の残存数や残存状況に

ついての実態把握が行われ、約 28,000 軒の

京町家を確認するとともに、約 250 軒の居住

者に直接ヒアリングが行われた。それにより

把握された居住者の想いや、継承していくた

めの課題などを受けて行政、研究者やそれに

関係する専門家が集まり、京町家の保全・再

生に関わる改修方法、資金調達や公的制度つ

いての検討が本格的に始められた 5）。

2000（平成 12）年度に京都市は建築文化

の継承、街並みの保全やコミュニティの存続

を目指し、京町家の維持・再生に関する「京

町家再生プラン」6）を作成した。そして、こ

れを基本方針として、京町家についての相談

窓口の設置、再生モデル事業の実施、改修助

成金制度の立ち上げ、景観行政や文化財行政
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による個々の建物の登録・指定、建築基準法

の緩和、空き家活用支援などが行われるよう

になった。これらの事業は、制度設計の助言、

個々の建物調査や活用提案において市民活

動団体や職能団体と連携しながら進めている。

また、京町家まちづくり調査は 2003（平成

15）年度に第Ⅱ期 7）、2008（平成 20）～ 2009

（平成 21）年度に第Ⅲ期調査 8）が行われた。

第Ⅱ期調査の頃より所有者や関係事業者の

意識にも変化がみられ、「京町家ブーム」と

呼ばれるレストランや宿泊施設等への京町

家の活用も積極的にみられるようになった 9）。

以上のように、現在では京町家を守る多面

的な支援が進められている（第1表）。一方で、

京町家の中で育まれてきた伝統的な暮らし

の保全・継承については、個々の家に委ねら

れ、具体的な支援策が十分に検討されずにい

る。京町家を建築物としてのみ継承するので

はなく、そこでの生業や生活にみられる「京

町家の暮らし」を含めて考察することが、総

合的な京町家文化の保全・継承に重要である。

そこで本稿では、典型的な京町家であり、

京都市指定有形文化財（建造物）に指定され

ている長江家住宅における収蔵品のデータ

ベース化とその活用を考察することを通し

て、京町家での伝統的な暮らしの保全・継承

の方法を探求することを目的とする。現在、

長江家では立命館大学アート・リサーチセン

ターと京都市文化財保護課によって、建物や

収蔵品に関する調査が進められている。特に

収蔵品は、京都の都心で代々呉服卸を営んで

きた長江家の暮らしの記憶ともいえる。それら

をデジタルアーカイブすることで、収蔵品の

全貌と京町家の暮らしのなかで個々の収蔵

第 1表　京町家をめぐる取り組み

年次 事項

1981（昭和 56）年 京都市文化財保護条例制定

1995（平成 7）年 「木の文化都市：京都の伝統的都市居住の作法と様式に関する研究」実施

1998（平成 10）年
京町家まちづくり調査実施（京都市）

京町家快適環境調査実施　改修モデル住宅「よしやまちの町家」（京町家快適環境研究会）

2000（平成 12）年
京町家再生プラン策定（京都市）

町家の防火実験開始（関西木造住文化研究会、京都府建築工業協同組合）

2001（平成 13）年 京町家なんでも相談窓口設置（京都市景観・まちづくりセンター）

2003（平成 15）年

第Ⅱ期京町家まちづくり調査実施（京都市）

木造住宅支援事業（京都市）を利用した 11 軒の長屋再生事業実施

京町家証券化事業実施（京都府不動産コンサルティング協会、京町家再生研究会、京都市、 
京都市景観・まちづくりセンター）

2005（平成 17）年

京町家の耐震実験を E ディフェンスで実施（京都大学防災研究所）

京町家まちづくりファンド設立（京都市景観・まちづくりセンター）

京町家再生賃貸住宅制度設立（京都市：現存せず）

景観法に基づく景観重要建造物の指定制度設立（京都市）

2007（平成 19）年
京町家耐震診断士派遣事業設立（京都市）

京町家等耐震改修助成事業設立（京都市）

2008（平成 20）年 第Ⅲ期京町家まちづくり調査実施（京都市、京都市景観・まちづくりセンター、立命館大学）

2011（平成 23）年 京町家カルテ実施（京都市景観・まちづくりセンター）

2012（平成 24）年
まちの匠耐震リフォーム支援事業設立（京都市）

京都市伝統的な木造建造物の保存及び活用に関する条例制定

2013（平成 25）年 建築基準法の読み解き資料「京町家できること集」発行（京都市）

京都市景観・まちづくりセンター各種資料より作成
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品がどのように使用されてきたかを把握し、

長江家での人々の暮らし方を明らかにする

とともに、京町家に内在する京文化を再発見

することを目標とする。

Ⅱ．長江家住宅の概観

1．長江家住宅の歴史

長江家住宅は下京区新町通綾小路通下ル

船鉾町に位置し（第 1 図）、中二階型 10）の

主屋を南北二棟持つ大型京町家である（第 2

第 1図　長江家住宅の所在地

道路データには国土地理院基盤地図情報、広域地図の背景図には Esri Japan Datacollection 2012 を使用し作成

第 2図　長江家住宅の外観

（2013 年 3 月 22 日筆者撮影）
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図）。丹波亀山藩（現亀岡）の御用商人であっ

た長江家は代々呉服卸を営んでおり、現当主

で 9 代目になる。1737（元文 2）年に初代が

単身で小川通三条通上ルの借家に移住し、出

身である丹波地方を得意先として商いを行っ

た。1822（文政 5）年に三代目が袋屋町（現・

船鉾町）に転居し、現在の北棟の土地に店舗

兼住居を構えた。船鉾町は祇園祭の山鉾町で

あり、新町通を挟んだ長江家の向かいには鉾

の収蔵庫を持つ町会所 11）がある。町の中央

部に東西方向約 60 m の奥行からなる京町家

を有する長江家は地域の有力者であった。

1864（元治元）年、禁門の変により当時の

主屋は焼失した。しかし、1868（慶応4）年に

現在の北棟が再建され、その後の 1875（明治

8）年に旧蔵、1905（明治 40）年に南棟、離

れ座敷と新蔵が建築され、1915（大正4）年に

化粧部屋が増築されていった（第 3図）。

2．長江家住宅の空間利用

現在、北棟には当主が居住している。南棟、

化粧部屋、離れ座敷と 2つの蔵は当主の管理

下で維持されており、これらは一般公開され

ギャラリーとしても利用されている。ここか

らは北棟以外の空間利用について、第 3図を

用いて解説する 12）。南棟は入口からトオリ

ニワ（通り庭）が貫き、床上部には、入口か

らミセ（店）、ゲンカン（玄関）、ダイドコ（台

所）とオク（奥）が並ぶ。ミセは商売の事務

作業をする場所で、作業用の机や事務用品を

収納する押し入れがある。ミセ部分の2階は、

見習いの年少者である丁稚の部屋として使

用されていた。ゲンカンは番頭の労働の場所

で、番頭机や帳場箪笥がある。この部屋は平

屋で、北側に天窓が設けられており、そこか

らの自然光を利用して客に商品を見せる工

夫がなされていた。つまり、ミセとゲンカン

第 3図　長江家住宅の間取り図

（京都市文化財保護課提供の図を基に加筆）
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は「職」を任う公的な空間である。

ダイドコは食事のための部屋で、家族は畳

部分、丁稚は板間部分で食事をとっていた。

これに接するトオリニワ部分は、特にハシリ

と呼ばれる調理場である。ダイドコから奥は

「住」にあたる私的な空間で、ゲンカンとダ

イドコとの間には無双窓を持つ建具や、トオ

リニワに掛けられる内暖簾が職住の境目を

示している。オクは当主の部屋で、床の間や

仏間のある格が高い部屋である。その奥には

常緑の植物で構成された観賞用の座敷庭が

あり、採光や通風の工夫がなされている。ダ

イドコとオクの二階部分には、顧客との商談

に使用される二階座敷がある。

座敷庭のさらに奥には、化粧部屋と離れ座

敷が配置されている。化粧部屋は身支度を整

える部屋で、その横には脱衣所と浴室、奥に

はおもに表具や家族の所有物など「住」の物

品を収納する新蔵がある。離れ座敷はハレの

行事や茶会など親戚や顧客の接待に使用され、

その奥にはおもに商品や商売道具など「職」

の物品を収納する旧蔵がある。

Ⅲ．長江家収蔵品データベースの構築

1．調査方法とデータベース構築

2012（平成 24）年 2 月、長江家の新旧 2

つの蔵の収蔵品の調査が始められ、収蔵品に

ついて当主への聞き取りや写真撮影が進め

第 2表　調書の項目

調査項目 項目内容

調査日 調査を行った年月日

調査者 聞き取りを行い、調書に記入した者

入力者 調書を Excel に入力をした者

調査番号 本調査で収蔵品1つ1つに付けられた番号

名称 収蔵品の名称

写真（現物）収蔵品の写真番号

収蔵場所 収蔵品の収蔵場所（例：新蔵 1階西側）

写真（場所）収蔵場所の写真番号

材質 収蔵品の材質

寸法（cm） 収蔵品の寸法

時代
収蔵品の取得または使用時代（江戸、明

治、大正、昭和）

使用季節・ 
場面

収蔵品が使用された季節（春夏秋冬）や

場面（行事・来客）

使用部屋
収蔵品が使用された主な部屋（ミセ・ゲ

ンカン・ダイドコ・オクなど）

概要 収蔵品の形状や使用方法

由諸・由来 収蔵品の作者、生産地、購入先など

備考
収蔵品に関連した情報、点数、破損状況

など

長江家蔵調査より作成

第 3表　収蔵品の分類

大分類 点数 小分類 点数

日用品 414

食器・台所用品 217

文具・事務用品  45

娯楽・嗜好品  29

茶道具  28

衣類  27

玩具  17

衛生・健康  13

商売   9

宗教・信仰   7

教育   6

その他  16

室内装飾品・ 
家具

186

掛け軸  92

照明  25

扇子・団扇  16

屏風  11

花   7

短冊・色紙   6

時計   5

置物   5

食卓   7

巻子   2

その他  10

文書類  88

商売  23

町内  18

建築  17

広告・パンフレット  10

生活   8

祭   6

その他   6

長江家蔵調査より作成
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られた。この調査は、諸事情から 2013（平成

25）年 4 月以降には中断していた 13）。この

時点で旧蔵二階の一部分を残し、688 点の収

蔵品の調査が完了していた。ただし、収蔵品

に対して専門的な鑑定が行われていないた

め、それらの美術品的な価値判断はできな

い。しかし、先代からの伝聞や当主の記憶な

どの聞き取り調査から、それらは長江家の暮

らしを伝える資料として価値を見出すこと

ができた。

第 4表　長江家所蔵品データベースメタデータの一部（管理番号 1～ 10）

大分類 小分類 調査日 調査者 入力者 調査番号 名称 写真（現物） 収蔵場所 写真（場所） 材質

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 1 陽年「緑陰幽居図」
20120210（7）・

20120210（8）

南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9） 絹

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 2 華楊「牡丹図」
20120210（13）・

20120210（14）

南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9） 絹

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 3 芳文「鴨之図」

20120210（15）・

20120210（16）・

20120210（17）

南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9） 絹

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 4 萩翁「山水詩」
南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9）

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 5 春陽「山水」

20120210（18）・

20120210（19）・

20120210（20）

南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9） 紙

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 6 岸駒「雪山水」
20120210（21）・

20120210（22）

南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9） 絹

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 7 蓮月「画賛すじやたれ」
20120210（23）・

20120210（24）

南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9） 絹

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 8 蘆雪「布袋力持」

20120210（25）・

20120210（26）・

20120210（27）

南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9） 絹

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 9 月州「祇園会弦呂（ツルメソ）図」
20120210（28）・

20120210（29）

南蔵 1階北

天井 1段目
20120210（9） 絹

室内装飾品 掛け軸 2012/2/10 M.O. K.T. 10 鳳水「藤に雀」
20120210（30）・

20120210（31）

南蔵 1階北

天井 1段目
絹

寸法（cm） 時代 使用季節・場面 使用部屋 概要 由諸・由来 備考

全体：191 × 49、

絵：114.5 × 36
明治 春 座敷 山水画 陽年

全体：200 × 46、

絵：144.5 × 34.5
大正 春 オク 長江さんにとって貴重なもの。山口華楊

山口華楊（文化勲章）：父は

タケノスケ、兄はショウサイ

全体：189.5 × 44.5、
絵：103.5 × 32.5

大正 冬 座敷 雪の中の鴨
親類の S 氏より寄贈。菊地

芳文

長江家周辺には絵かきが多く

在住。芳文氏は錦新町東に在

住。氏は多く弟子を抱えてい

た。長江家はその他にも多く

の弟子の作品を所有

全体：×、絵：× 不明 不明 座敷
箱を引いて開ける。箱開かず

未調査

全体：203 × 43、

絵：144.5 × 31
大正 春 座敷 山水図。文人画 長江さんも不認知

全体：139 × 65.4、
絵：40.5 × 53.7

江戸 冬 座敷 雪山水。半切り 佐伯岸駒

全体：104.7 × 51、

絵：33.7 × 48
明治 不明 座敷

山水図。半切り。「すじやたれ」

という和歌が記載→関連あり？
蓮月

蓮月：京都では有名。蓮月氏

78 歳の時の作品。

全体：105.5 × 53.5、
絵：30.6 × 36

明治 祝い事 座敷 長沢蘆雪

全体：108.2 × 64.7、
絵：45.6 × 50.5

昭和 祇園祭 座敷 祇園祭の時期に使用。色彩有 羽田月州
つるめそ…祇園社の専属警備

員（武士ではない）

全体：189 × 40.5、
絵：114 × 28.2

大正 春 座敷 藤の雀

注：上下で 1つながりの表

長江家蔵調査より作成
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調査者は聞き取り調査と並行して、現物と

の照合用の写真として収蔵品の全体像、特徴

的な細部や収納されている状態などの撮影

も行い、第 2表の項目の調書を現地で完成さ

せた。それを基に、収蔵品の分類（第 3表）や、

聞き取った内容の表現の統一などが行われ、

データベース構築ためのメタデータ（第 4表）

が作成された。

このようにして構築されたのが「長江家所

蔵品データベース」（第 4図）である。本デー

タベースでは、全項目のフリーワード検索を

中心に「作品名」「季節・時期」「管理番号」

のキーワード検索、さらに「分類」による絞

り込み機能が付けられた。これらの機能に

よってデータベースの利用者は当該の収蔵

品データへ円滑にアクセスできる。

このようなデータベースの構築によって

将来的に第三者が長江家住宅を管理・運営す

る場合でも、収蔵品の全体像や個々の収蔵品

の詳細が把握でき、効率的な収蔵品の管理が

可能になる。そして、個々の収蔵品から読み

取れる長江家の暮らしの記憶の再発見と、そ

の継承にこのシステムが役立つ。

2． 収蔵品の分類による絞り込み検索の例と

収蔵品の特徴

長江家住宅の収蔵品は「日用品」「室内装

飾品」「文書類」に大別される。

日用品はおもに生活に使う道具類で、414

点ある。例えば、それらを「食器・台所用品」

に小分類される物品で絞り込むと、半数以上

の 217 点が該当する（第 5 図）。それらから

は江戸期から昭和期にかけての普段使いの

茶碗や皿やハレに使用する膳や広蓋など各

時代の特徴やハレとケにおける食器の使い

分けをみることができる。

室内装飾品は部屋を飾る物品で、186 点あ

る。特に、掛け軸が半数以上の 92 点を占め

る。これらはオク、二階座敷と離れ座敷の

床の間に季節・場面に合わせて掛けられる。

例えば、「2：牡丹図」の収蔵品データをみる

第 4図　長江家所蔵品データベース検索画面

（長江家収蔵品データベースより）
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第 6図　管理番号 2「華楊　牡丹図」の収蔵品データ画面　

（長江家収蔵品データベースより）

第 5図　大分類「日用品」小分類「食器・台所用品」の検索結果 217 点（一部）

（長江家収蔵品データベースより）
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と、この掛け軸は牡丹の開花期である 4月末

から 5月にオクの床の間に掛けられることが

分かる（第 6図）。

文書類は 88 点あり、特に当家の建築関係

文書では住宅の変遷や当時の普請、商売関係

文書では呉服卸の業態などを知ることがで

きる。

これらの収蔵品、特に日用品と室内装飾品

には、使用される季節、場面（ハレ・ケ）や

部屋が決まっているものが多い。季節、場面

が特定されているものは 281 点、部屋が特定

されている物品は 283 点ある。長江家の暮ら

しでは季節、場面や部屋によって使用するも

のが使い分けてられいた。このことは京町家

に暮らす人々の季節、ハレ・ケや空間に対す

る意識を表わしており、京町家に内在する京

文化の 1つであるといえる。

Ⅳ．データベースの活用の可能性

1．企画展示におけるデータベースの活用

長江家住宅の一般公開にあたって、収蔵品

の一部を特定のテーマに沿って展示するこ

とは、人々に京町家での暮らしを知ってもら

ううえで重要である。前章で述べた長江家の

収蔵品の季節、場面や部屋による使い分けは

企画展示のテーマ設定に役立つ。

例えば、「夏の暮らし」をテーマとした場

合、「日用品」の分類から「夏」に使用した

ものが検索される。その結果、江戸期から昭

和期までの夏季に使用された 33 点の日用品

が該当する（第 5表）。代表的なものとして、

井戸で食料品を冷やすための「340・343：冷

蔵器」、懐古的なデザインの「305：扇風機」

や「325：かき氷機」など、現代の夏の暮ら

しとの違いや繋がりを知ることができる。

これらのうちガラス製食器は 10 点を数え

る。ガラス製食器は涼しげに見えることか

ら、長江家ではおもに夏季に使用されていた

ようである。また、江戸期の「104：ギヤマ

ン小皿」、明治期の「330：皿」、大正期のウ

ランガラス 14）の「319：グラス」、昭和期の

「409：果物皿」など、時代毎にガラス製食器

の特徴が確認される。

2． バーチャル空間を利用したデータベース

の活用

長江家住宅で公開されている各部屋には、

生活に必要なものは置かれていない。そのた

め見学者は京町家での暮らしを感じにくい。

収蔵品を配置することで、暮らしの様子の再

現は可能であるが、それらを出し入れする時

間や労力が必要になり、収蔵品が破損するお

それもある。また、どのような時代のどのよ

うな季節・場面を再現すべきかを事前に決定

する必要がある。それらを解決する方法とし

て、バーチャル空間での暮らしの様子の再現

が挙げられる。

具体的には、長江家住宅の 3次元モデル15）

への収蔵品の3次元モデルの配置が想定され

る。特定の部屋で使用される収蔵品のなかか

ら同時代のものを組み合わせ、部屋に配置す

ることで、各時代の各部屋での暮らしの様子

が再現できる。さらに、使用される季節や場

面も考慮して配置すれば、四季やハレ・ケな

ど場面に応じた部屋の再現も可能である。こ

のような方法をとることで、収蔵品の出し入

れのリスクや労力を避け、短時間で複数パ

ターンのシミュレーションが可能となる。

3． 祇園祭での失われたしつらいの再現

長江家にとって祇園祭は一年のなかでも重

要な行事であり、それが行われる 7月の部屋

の様子は祭のしつらい（設い）16）へと変わる。
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第
5
表
　
夏
季
に
使
用
さ
れ
る
日
用
品

大
分
類

小
分
類

調
査
番
号

名
称

材
質

寸
法
（

cm
）

時
代

使
用
季
節
・

 
場
面

使
用
部
屋

概
要

由
諸
・
由
来

備
考

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

10
4

キ
ヤ
マ
ン
小
皿

切
子
（
ガ
ラ
ス
）

直
径

10
×
高

さ
2.
2
×
高
台

5
江
戸

夏
ダ
イ
ド
コ

涼
し
げ
な
食
べ
物
を
入
れ
る

古
い
帳
簿
（
和
紙
）
に
小
皿
が
く
る
ま
れ

て
い
た

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

11
5

キ
ヤ
マ
ン
重
箱

（
三
重
）

切
子
（
ガ
ラ
ス
）

本
体
：
11

×
11

×
4.
7、

蓋
：
10

×
10

×
1.
8

江
戸

夏
夏
に
使
用
。
良
い
も
の

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

11
9

ア
イ
ス
ク
リ
ム
器

木
（
タ
ル
）、

 
鉄
（
金
具
）

直
径

17
×
高
さ
（
タ
ル
）
20

.3
、

（
＋
金
具
）
26

.2
昭
和

夏
ダ
イ
ド
コ

タ
ル
の
中
に
氷
を
入
れ
、
回
し
な
が
ら
中
の
液
を
冷
や
し
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
る

帝
国
紙
業
株
式
会
社
製
品
（
箱
に

記
載
）。

T
R

A
D

E
 M

A
R

K

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

14
3

切
子
ボ
ト
ル

切
子
（
ガ
ラ
ス
）

本
体
：
直
径

4.
2
×
高
さ

16
.2

×
 

高
台

6.
4
×
胴

7.
6、

蓋
：
幅

5.
5
×
長
さ

6.
5

江
戸

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

23
3

角
盆

木
材
・
竹
・
漆
塗

小
　
30

.5
×

19
×

2.
7　

 
中
　
31

.5
×

20
×

3　
 

大
　
34

.5
×

25
.5

×
4.
9

不
明

夏
ダ
イ
ド
コ

大
中
小

3
種
類
・
竹
の
す
の
こ
が
あ
る
の
で
、
夏
用
と
思
わ

れ
る

日
用
品

文
具
・
事
務
用
品

25
0

切
手
盆

籐
29

.3
×

15
×

1.
5

昭
和

夏

日
用
品

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

27
0

水
着
一
式

ウ
ー
ル

写
真
参
照

昭
和

夏

兄
が
使
用
。
夏
の

1
ヶ
月
間
（
別
荘
や
旅
館
へ
）
旅
行
へ
行

く
際
に
使
用
（
室
町
辺
り
の
問
屋
で
は
、
場
所
は
様
々
で
あ
っ

た
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
）

京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
で
展
示
さ
れ
た

日
用
品

玩
具

28
2

昆
虫
採
集
キ
ッ
ト

写
真

参
照

昭
和

夏

瓶
：
虫
取
り
籠
、
も
し
く
は
瓶
底
に
殺
虫
剤
を
入
れ
て
虫
を

殺
す
箱
か
？
、
板
：
虫
を
標
本
に
す
る
際
に
は
り
つ
け
る
。

長
江
さ
ん
自
身
が
首
か
ら
下
げ
て
使
用
し
た
記
憶
有
り

日
用
品

衛
生
・
健
康

30
5

扇
風
機

66
（
台
込

の
高
さ
）、

羽
：
12

イ
ン
チ

明
治

祇
園
祭
、

夏

ミ
セ
・

 
ゲ
ン
カ
ン

屏
風
祭
の
際
に
一
緒
に
飾
っ
て
い
た
。
蓄
音
機
な
ど
、
当
時

の
最
先
端
の
も
の
も
一
緒
に
飾
っ
て
い
た

芝
浦
？
社
製

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

31
6

夏
用
お
櫃

籐
、
竹

直
径

33
×
高
さ

20
.5

昭
和

夏
ハ
シ
リ

炊
い
た
米
を
入
れ
る
（
布
巾
を
敷
く
）・

風
通
し
が
よ
い

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

31
7

夏
用
盆

七
宝
焼

直
径

26
×

4
不
明

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

衛
生
・
健
康

31
8

ハ
エ
取
り

ガ
ラ
ス

直
径

18
×
高
さ

16
昭
和

夏
ハ
シ
リ

中
に
酢
を
入
れ
て
使
用
。
下
か
ら
ハ
エ
が
侵
入
し
、
出
ら
れ

な
く
な
る
仕
組
み

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

31
9

グ
ラ
ス
・
受
け
皿

ウ
ラ
ン
ガ
ラ
ス

直
径

6
×
高
さ

9.
5

大
正

夏
ダ
イ
ド
コ

受
け
皿
は
グ
ラ
ス
と
セ
ッ
ト
の
も
の
で
は

な
い
。
ウ
ラ
ン
ガ
ラ
ス
は
原
子
爆
弾
投
下

後
あ
ま
り
販
売
さ
れ
な
く
な
っ
た

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

32
4

徳
利

高
さ

16
大
正

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

32
5

か
き
氷
機

昭
和

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

32
9

徳
利

ガ
ラ
ス

直
径

5.
5
×
高
さ

4.
5

昭
和

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

33
0

皿
ガ
ラ
ス

直
径

11
明
治

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

33
1

グ
ラ
ス

ガ
ラ
ス

直
径

6.
5
×
高
さ

11
昭
和

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

33
2

小
ジ
ョ
ッ
キ

ガ
ラ
ス

直
径

8.
5
×
高
さ

9.
5

昭
和

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

33
3

菓
子
入
れ

ガ
ラ
ス

直
径

10
.5

×
10

不
明

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

33
9

皿
ス
テ
ン
レ
ス

直
径

15
昭
和

夏
ダ
イ
ド
コ

何
枚
か
あ
る

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

34
0

冷
蔵
器

銅
直
径

30
×
高
さ

20
明
治

夏
ハ
シ
リ

2
段
式
・
井
戸
に
吊
る
し
て
使
用

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

34
1

瓶
冷
や
し

銅
・
鉄

高
さ

18
明
治

夏
ハ
シ
リ

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

34
2

冷
蔵
器

銅
直
径

15
×
高
さ

17
.5

明
治

夏
ハ
シ
リ

薬
瓶
を
井
戸
に
吊
る
し
て
冷
や
す

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

34
3

瓶
冷
や
し

銅
高

さ
20

明
治

夏
ハ
シ
リ

井
戸
に
吊
る
し
て
使
用

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

36
3

弁
当
箱

籐
16

.0
×

10
.0

×
4.
0

明
治

夏
弁
当
箱

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

38
6

菓
子
鉢

ス
テ
ン
レ
ス
？

昭
和

夏
ダ
イ
ド
コ

日
用
品

茶
道
具

38
7

茶
托

 
（
純
銅
王
君
子
）

純
銅

昭
和
後
期

夏
玉
利
休
シ
リ
ー
ズ
・

L
in

de
n
社
製

茶
托

5
種
類

日
用
品

食
器
・
台
所
用
品

40
9

果
物
皿

ガ
ラ
ス

直
径

26
昭
和

夏
ダ
イ
ド
コ

マ
ル
テ
イ
グ
ラ
ス
（
福
岡
）

日
用
品

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

43
4

帽
子

昭
和

夏
エ
イ
シ
ョ
ウ
ド
ウ
（
京
都
四
条
）

日
用
品

衛
生
・
健
康

44
7

蚊
取
線
香
器

清
水
焼

直
径

12
×
高
さ

11
昭
和

夏
一
度
も
使
用
し
て
い
な
い

先
代
が
知
人
か
ら
購
入

日
用
品

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

45
3

信
玄
袋

籐
・
布

23
.5

×
24

明
治

夏
籐
の
編
み
物
。
手
提
げ
袋

日
用
品

玩
具

50
4

飛
行
機
模
型

ブ
リ
キ

昭
和

夏
ゼ
ン
マ
イ
式

長
江
家
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
メ
タ
デ
ー
タ
よ
り
作
成
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第

6
表
　
祇
園
祭
に
使
用
さ
れ
る
収
蔵
品

大
分
類

小
分
類

調
査
番
号

名
称

材
質

寸
法
（

cm
）

年
代

使
用
季
節
・

 
場
面

使
用
部
屋

概
要

由
諸
・
由
来

備
考

室
内
装
飾
品

そ
の
他

25
8

寒
冷
紗

絹
昭
和

祇
園
祭

ミ
セ
と
ダ
イ
ド
コ
の
間

祇
園
祭
の
時
障
子
代
わ
り
に
張
っ

て
、
涼
し
さ
を
感
じ
る
も
の

昔
西
陣
大
徳
寺
辺
り
に
織
物
工
場

を
営
ん
で
い
た
時
の
製
品

室
内
装
飾
品

扇
子
・
団

扇
26
2

団
扇

紙
・
竹

39
.5

×
24

大
正

祇
園
祭

ゲ
ン
カ
ン
・
オ
ク

セ
ミ
や
瓢
箪
の
肉
筆
画

耕
雲

7
枚
セ
ッ
ト

室
内
装
飾
品

扇
子
・
団

扇
26
3

団
扇
置

竹
32

×
28

.2
×

4.
2

不
明

祇
園
祭

ゲ
ン
カ
ン
・
オ
ク

竹
細
工
の
団
扇
置

室
内
装
飾
品

扇
子
・
団

扇
26
4

団
扇
置

竹
32

×
27

.3
×

4.
3

不
明

祇
園
祭

ゲ
ン
カ
ン
・
オ
ク

26
3
と
同
じ

室
内
装
飾
品

扇
子
・
団

扇
26
5

団
扇
置

竹
31

×
27

.3
×

4.
3

不
明

祇
園
祭

ゲ
ン
カ
ン
・
オ
ク

黒
色
・
26
3
と
同
じ

室
内
装
飾
品

扇
子
・
団

扇
26
6

団
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この期間のしつらいは屏風祭と呼ばれ、祇

園祭の祭神を祀る八坂神社の氏子圏におけ

る京町家で多くみられる。これは、京町家の

格子が取り外され、ミセやゲンカンに屏風、

工芸品や着物などが飾られ、街路を通る見物

人にそれらを見せたり、客をオクや離れ座敷

に上げて屏風の前で談話したりする行事で

ある 17）。また、近年では、屏風祭を行う京町

家が減少する一方で、非木造建築のショー

ウィンドウやエントランスなどでも同様の

演出がされ、部分的に伝統を引き継いでいる

例もある 18）。

屏風祭での京町家の空間利用は、ケに比べ

表側から公的な性格が強まる。このことはハ

レとケという時間軸の存在が公・私という空

間軸を可変的にしている京町家の特徴を示

しており 19）、それを再現することは京町家で

の暮らしの記憶や、そこに内在する文化を知

るうえで重要である。

長江家の屏風祭では、太平洋戦争で山鉾行

事が中止される頃までミセとゲンカンの建

具が取り外され、見物人を内暖簾の手前まで

自由に出入りさせていた 20）。よって、この

空間はケに比べ、より公的な空間となってい

た。そして、ケでは完全な私的な空間である

オクや離れ座敷にも床の間に祇園祭や夏季

に関係する掛け軸や置物が飾られ、親戚や取

引先など大切な客人が通されていた。

現在では、長江家の屏風祭の見物は有料であ

り、解説員21）が屏風をしつらえた南棟、化

粧部屋や離れ座敷などを巡回する見物人を

案内する形態になっており、かつての演出や

空間利用とは異なる。

本稿では多くの人々に自由に見物させてい

たミセとゲンカンにおける本来の屏風祭の

しつらいを再現する。収蔵品データベースに

第 7図　屏風祭のしつらい

（当主への聞き取り調査より作成）
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京町家における暮らしのデジタルアーカイブ

よって、祇園祭期間にミセとゲンカンで使用

されたものが検索される（第 6表）。

屏風祭のしつらいの中心となる屏風は 8点

あり、一度に出される屏風は 3点で、未調査

分を含めて、その年に飾るものが選ばれてい

た。屏風の配置については、最も幅をとる六

曲一双屏風をゲンカンの A、小さいサイズの

六曲一双屏風を B、そして幅が狭い一隻のも

のが C に配置されていた（第7図）。他に室内

装飾品として挙げられるのが、「825：寒冷

紗」、「615・616：段通 22）」、「262：団扇」や

「623 ～ 267：団扇置」である。寒冷紗は鮮や

かな緑と金の縞模様をした薄地の綿布で、建

具を取り外したミセとダイドコとの間にカー

テンのように掛けられた。それはハレとケの

空間の境界を作り出すとともに、ハレの空間

の彩りを演出していた。段通はミセとゲンカ

ンの畳の上に敷かれた手織物で、現在は 2枚

しかないが、当時では鍋島製の段通が 2部屋

の一面に敷きつめられて部屋を鮮やかに

彩っていた。団扇と団扇置は、屏風の前に添

えられていた。また、屏風祭には、室内装飾

品だけでなく日用品も飾られる。「305：扇風

機」、「415・416：蓄音機」、「428：煙草盆」、「419：

キセル」といった当時の最先端の機械、娯楽・

嗜好品などの日用品がハレの空間の演出に

使われていた。これらも屏風の前に置かれた。

他にも、A の屏風の前には、水盤に活けられ

たヒオウギの生け花が台座の上に置かれ、軒

先には紋幕や提灯が掛けられていた 23）。

このように祇園祭というハレに使用され

ていた物品は公的な性格が強い空間に設えら

れることで、多くの人々の目に触れられてき

た。ここにも京町家に暮らす人々のハレ・ケ

や空間に対する意識、さらには外部への見栄

が見出だせる。

そして、第 7図の再現を基礎的な素材とす

れば、本章 2節に示した 3次元モデル上に失

われた屏風祭のしつらいも再現できる。

Ⅴ．おわりに

本稿では、長江家収蔵品のデータベース構

築と、その活用について考察した。その結果、

2 つの蔵に収蔵される物品の全貌や個々の使

い方が把握され、それらを使用した長江家住

宅での人々の暮らし方が明らかになった。特

に、季節、場面や部屋による収蔵品の使い分

けを見出すことで、京町家で暮らしてきた

人々の季節、ハレ・ケの空間に対する意識に

迫ることができた。それとともに、京町家の

失われたしつらいの再現の可能性と京町家

で暮らす人々の見栄の意識も見出すことが

できた。このような研究は、失われつつある

京町家での暮らしやそこに内在する京文化

を再発見し、それらを次世代に継承していく

点で重要である。

現状では、一部の調査が残されているた

め、今後は調査の完了とデータベースの完成

が急務である。そして、完成したデータベー

ス活用し、京町家での暮らしを伝える収蔵品

の公開やしつらいの再現を長江家住宅で試

行していくことが望まれる。この研究を京町

家での暮らしのアーカイブの事例として、今

後の京町家の保全・継承を考える際の指針と

したい。

〔付記〕本稿は、立命館大学アート・リサー

チセンターでの研究プロジェクトによる調査

を基としています。本稿の執筆にあたっては、

長江家当主の長江治男氏、京都市文化財保護

課に調査のご協力をいただきました。また立

命館大学文学部の、矢野桂司先生、河原典史

先生にご指導・ご教授をいただきました。末

筆でございますが、深く感謝の意を表します。
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